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２．評価グリッド（和文）
 

 １
．

実
績

 
評
価

 
項
目

 
評
価
設
問

 
実
績
を
確
認
す
る
た
め
の
指
標

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
方
法

 

実
績

 
（
投
入
）

 
日
本
側
の
投
入
は
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
か
。

計
画
値
（

R
/D

記
載
内
容

)と
の
比
較

 
・
 
専
門
家
派
遣
実
績

 
・
 

C
/P

研
修
実
績

 
・
 
機
材
供
与
実
績

 
・
 
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

負
担

（
現

地
活

動
経

費
）

 

R
/D
、

PO
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
報
告
書
（
実
施
運
営
総

括
表
、
専
門
家
報
告
書
、

JC
C
ミ
ニ
ッ
ツ

等
）

 
 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

の
投

入
は

計
画

ど
お

り
実

施
さ

れ
た
か
。

 
計
画
値
（

R
/D

記
載
内
容
）
と
の
比
較

 
・
 

C
/P

配
置

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
・
施
設

 
・
 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
営
費
）

 

同
上

 
 

同
上

 

実
績

 
（
成
果
）

 
  

成
果

1
は
ど
の

程
度
達
成
さ
れ
た
か
。

 
 「
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
改
善
を
通
じ
て
、

C
M

A
C

本
部

/各
支

部
内

及
び

本
部

・
支

部
間

の
デ

ー
タ

管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
化
、
効
率

化
さ
れ
る
。
」

 
  

1.
1 

D
ou

bl
e 

da
ta

 
en

try
 

an
d 

do
ub

le
 

da
ta

 
m

an
ag

em
en

t 
in

 
th

e 
m

an
ag

em
en

t 
of

 
fix

ed
 

as
se

t 
in

ve
nt

or
y 

an
d 

th
e 

re
co

rd
s 

of
 

de
m

in
in

g 
ac

tiv
ity

 is
 m

in
im

iz
ed

. 

・
 
資
産
（
機
材
）
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
地
雷

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
改
善
・
運
用
状
況

 
・
 
本

部
と

支
部

に
お

け
る

デ
ー

タ
の

二
重

入
力

及
び

本
部

内
に

お
け

る
セ

ク
シ

ョ

ン
別
デ
ー
タ
管
理
の
改
善
度
合
い
。

 

同
上

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

1.
2 

Sy
st

em
 d

ow
n 

tim
e 

is
 m

in
im

iz
ed

. 
 

・
 
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
（
シ
ス
テ
ム
が
ダ

ウ
ン
す
る
時
間
含
む
）

 
同
上

 
同
上

 

1.
3 

In
fo

rm
at

io
n 

on
 t

he
 m

an
ag

em
en

t 
of

 f
ix

ed
 a

ss
et

 i
nv

en
to

ry
 a

nd
 t

he
 

re
co

rd
s 

of
 d

em
in

in
g 

ac
tiv

ity
 i

s 
sh

ar
ed

 w
ith

in
/b

et
w

ee
n 

H
Q

 a
nd

 
br

an
ch

 
of

fic
es

 
th

ro
ug

h 
in

fo
rm

at
io

n 
sy

st
em

. 

・
 
本
部
、
支
部
間
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

状
況

 
・
 
本
部
・
支
部
間
の
固
定
資
産
目
録
と
地
雷

除
去
記
録
の
共
有

/活
用
状
況

 

同
上

 
同
上

 

成
果

2
は
ど
の

程
度
達
成
さ
れ
た
か
。

 
 「

機
材

の
維

持
・

管
理

シ
ス

テ
ム

が
改

善
さ

れ

る
。
」

 
 

2.
1 

A
ll 

m
ec

ha
ni

cs
 i

n 
C

en
tra

l 
W

or
ks

ho
p 

ca
n 

us
e 

th
e 

re
la

te
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 
eq

ui
pm

en
t. 

 

・
 
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
能
力
評
価
結
果

 
・
 
訓
練
を
受
け
た
人
数
と
そ
の
達
成
度

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解
（
全
メ
カ
ニ
ッ
ク

X
X
人
中

Y
Y
人
が
修
理
機
材
を
使
え
る

と
判
断
さ
れ
る
か
）

 

同
上

 
同
上

 

2.
2 

Te
ch

ni
ca

l 
le

ve
l 

of
 

th
e 

st
af

fs
 

co
nc

er
ne

d 
on

 
se

rv
ic

e 
an

d 
re

pa
ir 

(e
sp

ec
ia

lly
 m

ec
ha

ni
c)

 is
 im

pr
ov

ed
. 

 

・
 
ス
タ
ッ
フ
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
技
術
レ
ベ
ル

評
価
結
果

 
・
 
訓
練
を
受
け
た
人
数
と
そ
の
達
成
度

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
 

同
上

 
同
上

 
 

2.
3 

Te
rm

 
(d

ay
s)

 
re

qu
ire

d 
fo

r 
m

ai
nt

en
an

ce
 w

or
ks

 o
f 

m
ac

hi
ne

ry
 &

 
eq

ui
pm

en
t. 

(T
ar

ge
t o

f 
op

er
at

in
g 

ra
te

 

・
 
修

理
に

要
す

る
期

間
の

当
初

値
（

20
09

年
5
月
）
、
目
標

値
と
現
在
値

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
C

/P
、
専
門
家

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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is
 f

ix
ed

 b
y 

th
e 

en
d 

of
 M

ay
 2

00
9 

by
 

re
vi

ew
in

g 
th

e 
pr

es
en

t r
at

e.
) 

2.
4 

Pe
rc

en
ta

ge
 

of
 

av
ai

la
bi

lit
y 

ra
te

 
of

 
m

ac
hi

ne
ry

 &
 e

qu
ip

m
en

t i
s 

im
pr

ov
ed

 
(T

ar
ge

t o
f 

op
er

at
in

g 
ra

te
 is

 f
ix

ed
 b

y 
th

e 
en

d 
of

 M
ay

 2
00

9 
by

 r
ev

ie
w

in
g 

th
e 

pr
es

en
t r

at
e)

 

・
 
機
在
稼
働
率
改
善
状
況
（
現
在
値
と
目
標

値
と
の
比
較
）

 
同
上

 
同
上

 

成
果
３
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
か
。

 
 「

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
機

能
と

能
力

が

改
善
さ
れ
る
。
」

 

3.
1 

Tr
ai

ni
ng

 m
an

ag
em

en
t c

yc
le

, s
uc

h 
as

 
ne

ed
s 

as
se

ss
m

en
t, 

its
 

pr
ep

ar
at

io
n,

 
im

pl
em

en
ta

tio
n,

 a
nd

 e
va

lu
at

io
n,

 i
s 

se
t 

as
 

a 
co

nc
re

te
 

pr
oc

ed
ur

e,
 

an
d 

tra
in

in
g 

cu
rr

ic
ul

um
 i

s 
se

t 
bo

th
 f

or
 

in
st

ru
ct

or
s a

nd
 tr

ai
ne

es
. 

・
 
訓
練
サ
イ
ク
ル
確
立
状
況
（
各
段
階
の
実

施
状
況
含
む
）

 
・
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
指
導
員
、
訓
練
生
）
整

備
状
況
（
数
、
分
野
等
）

 

同
上

 
同
上

 

3.
2 

Tr
ai

ni
ng

 
m

an
ag

em
en

t 
m

an
ua

l 
is

 
in

tro
du

ce
d 

an
d 

tra
in

in
g 

m
at

er
ia

ls
 a

re
 

up
da

te
d 

bo
th

 i
n 

pa
pe

r 
– 

ba
se

d 
an

d 
el

ec
tro

ni
c 

– 
ba

se
d.

  

・
 
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
状
況
（
数
、
分
野

等
）

 
・
 
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
使
用
状
況

 
・
 
訓
練
教
材
更
新
状
況
（
文
書
、
電
子
版
）

同
上

 
同
上

 

3.
3 

Tr
ai

ni
ng

 e
qu

ip
m

en
t 

is
 i

ns
ta

lle
d,

 a
nd

 
in

st
ru

ct
or

s’ 
pr

es
en

ta
tio

n 
sk

ill
s 

ar
e 

im
pr

ov
ed

. 

・
 
訓
練
機
材
整
備
状
況
（
機
材
の
種
類
、
数
、

不
足
度
合
い
な
ど
）

 
・
 
指
導
員
の
プ
レ
ゼ
ン
技
術
の
評
価

 

同
上

 
同
上

 

3.
4 

N
et

 w
or

k 
w

ith
 o

th
er

 m
in

e 
ac

tio
n 

tra
in

in
g 

ce
nt

er
s 

an
d/

or
 o

th
er

 r
el

at
ed

 
in

st
itu

tio
ns

, 
is

 e
st

ab
lis

he
d 

an
d 

th
e 

sy
st

em
 

to
 

co
nd

uc
t 

So
ut

h-
So

ut
h 

C
oo

pe
ra

tio
n,

 
di

sp
at

ch
 

an
d 

ac
ce

pt
an

ce
 

of
 

st
af

fs
 

fo
r 

te
ch

ni
ca

l 
ex

ch
an

ge
 e

tc
. i

s p
re

pa
re

d.
 

・
 
コ

ン
タ

ク
ト

の
あ

る
類

似
機

関
と

ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
状
況

 
・
 
南

南
協

力
の

一
環

で
あ

る
派

遣
/受

入
れ

活
動
整
備
・
実
施
状
況

 

同
上

 
同
上

 

実
績

 
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目
標
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
た

か
。

 
「
地
雷
除
去
に
向
け
た

C
M

A
C

の
機
能
及
び
技

術
移
転
シ
ス
テ
ム
が
強
化
さ
れ
る
。
」

 

1.
 

N
ec

es
sa

ry
 

in
fo

rm
at

io
n 

on
 

va
rio

us
 

ac
tiv

iti
es

 
is

 
sy

st
em

iz
ed

 
an

d 
se

ar
ch

in
g 

an
d 

pr
oc

es
si

ng
 o

f 
da

ta
 i

s 
co

nd
uc

te
d 

ef
fic

ie
nt

ly
. 

・
 
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
状
況

 
・
 
デ
ー
タ
検
索
・
加
工
の
効
率
化
状
況

 
同
上

 
同
上

 

2.
 

C
ur

re
nt

 
op

er
at

in
g 

ra
te

 
of

 
m

ac
hi

ne
rie

s 
(e

sp
ec

ia
lly

 
br

us
h 

cu
tte

rs
, v

eh
ic

le
s)

 is
 m

ai
nt

ai
ne

d.
  

・
 
機
材
（
特
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ッ
タ
ー
、
車

両
）
の
稼
働
状
況

 
同
上

 
同
上

 

3.
 

Tr
ai

ni
ng

 
cu

rr
ic

ul
a,

 
m

an
ag

em
en

t 
m

an
ua

l 
an

d 
eq

ui
pm

en
t 

in
st

al
le

d 
ar

e 
pr

op
er

ly
 u

se
d.

  
 

・
 
訓

練
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
、
機
材
の
整
備
・
活
用
状
況

 
（
追
加
）

 
・
 
指
導
員
の
能
力
評
価

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
C

/P
、
専
門
家

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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 実
績

と

目
標

達

成
の

見

込
み

 
（

上
位

目
標
）

 

上
位
目
標
の
達
成
は
ど
の
程
度
予
測
さ
れ
る
か
。

 「
C

M
A

C
5
カ
年

戦
略
（

20
10
‐

20
14
）
が
実
現

す
る
」

 

1.
 

To
 c

on
tri

bu
te

 to
w

ar
d 

ze
ro

 v
ic

tim
s 

by
 

20
12

. 
2.

 
To

 
cl

ea
r 

at
 

le
as

t 
23

0 
km

² 
co

nt
am

in
at

ed
 a

re
a 

w
ith

in
 5

 y
ea

rs
. 

3.
 

To
 d

es
tro

y 
ap

pr
ox

im
at

el
y 

1 
m

ill
io

n 
la

nd
m

in
es

 a
nd

 U
X

O
s w

ith
in

 5
 y

ea
rs

.

1.
 

被
災
者
数
の
推
移

 
2.

 
汚
染
地
域
の

C
M

A
C

に
よ
る
削
減
面
積

推
移

 
3.

 
地
雷

/U
X

O
s
の

C
M

A
C
に
よ
る

処
理
実

績
推
移

 
（
追
加
）

 
R

em
ai

ni
ng

 P
ro

bl
em

sの
見
積
も

り
 

C
M

IV
S、

C
M

A
C

年
間

レ
ポ
ー
ト
等

 
 

資
料
レ
ビ
ュ
ー
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 2．
実

施
プ

ロ
セ

ス
 

評
価
設
問
（
大
項
目
）

評
価
設
問
（
小
項
目
）

 
必
要
な
情
報
・
デ
ー
タ

 
情
報
源

 
調
査
方
法

 
活
動
の
進
捗
状
況

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
か
。

 
・
 
充
分
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
活
動
は
あ
る
か
、
あ
る
と
し
た
ら
そ
の
原
因
は
何
か
。

・
 
活
動
を
促
進
し
て
い
る
要
因
と
阻
害
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

 

・
 
活
動
実
績

 
・
 
活

動
修

正
の

際
の

プ
ロ

セ
ス

や
文

書

記
録

 
・
 
促
進
・
阻
害
要
因
と
対
処
法

 

R
/D

、
PO

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
報
告
書
、

C
/P
、
専

門
家

 
 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

技
術

移
転

の
方

法
の

妥
当
性

 
・
 
技
術
移
転
の
方
法
は
妥
当
か
。

 
・
 
技

術
移

転
の

方
法

に
関

す
る

問
題

は
あ

る
か

？
あ

る
と

す
れ

ば
、

ど
の

よ
う

な
問

題
か
。

 
・
 
技
術
は
移
転
さ
れ
て
い
る
か
、
進
捗
状
況
は
如
何
か
。

 

・
 
技
術
移
転
の
方
法
、
内
容
、
レ
ベ
ル
、

工
夫

 
・
 
技
術
移
転
の
進
捗
状
況

 

同
上

 
同
上

 

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 体 制
 

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
の
仕
組
み

・
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 
・
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

 
 

・
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
（

誰
が

、

ど
の

よ
う

な
方

法
・

頻
度

で
行

い
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

ど
の

よ
う

に
行

う
仕
組
み
な
の
か
）

 
・
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
状
況

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

C
/P
、
専
門
家

 
同
上

 

意
思

決
定

過

程
 

・
 
意
思
決
定
は
ど
の
よ
う
な
過
程
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。

 
 

・
 
意

思
決

定
（

例
：

計
画

修
正

、
人

員

や
予

算
配

置
な

ど
に

関
し

て
）

プ
ロ

セ
ス

 
・
 
意
思
決
定
に
お
け
る
問
題
点

 

同
上

 
同
上

 

関
係

者
間

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン

 

・
 

JI
C

A
（
事
務
所

・
本
部
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
か
。

 
 

・
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
（

会

議
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
）
や
頻
度

 
・
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、
専
門
家
、

JI
C

A
事

務
所

 

同
上

 

・
 
上
位
機
関
（

C
M

A
A
）
と
は
充
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
か
。

 
・
 

C
M

A
C
の
主
要

ド
ナ
ー
や
パ
ー
ト
ナ
ー

N
G

O
と

は
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
て
い
た
か
。

 

・
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
（

会

議
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
）
や
頻
度

 
・
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
点

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

C
/P
、

専
門

家
、

U
N

D
P 

同
上

 

・
 
専
門
家
間
で
充
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
か
。

 
・
 
専
門
家
と

C
/P

と
は
充
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
か
。

 
・
 

C
/P

間
で
は
充
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
た
か
。

 

・
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
（

会

議
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
）
や
頻
度

 
・
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

上
の

問
題

点

（
含
語
学
）

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

C
/P
、
専
門
家
、

 
同
上

 

相 手 国 の

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

認
識

度

合
い

 

・
 
実
施
機
関
（

C
M

A
C
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
認
識
は
高
い
か
？

 
・
 

C
/P

の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
認
識
は
高
い
か
？

 
・
 
上
位
機
関
（

C
M

A
A
）
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
認
識
は
高
い
か
？

 

・
 
各
関
係
者
の
認
識
度
合
い

 
・
 
認

識
度

合
い

を
確

認
で

き
る

事
例

の

有
無

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

C
/P
、

専
門

家
、

C
M

A
A

 

同
上

 

カ
ウ

ン
タ

ー

パ
ー

ト
配

置

の
適
切
性

 

・
 
適
切
な

C
/P

が
配
置
さ
れ
た
か
？

 
 

・
 

C
/P

配
置

状
況

（
人

数
、

職
位

・
職

務
内
容
、
配
置
時
期
等
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告

書
、

C
/P
、
専
門
家
、

 
同
上
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オ ー ナ ー シ ッ プ 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
へ

の
参

加

度
合
い

 

・
 
実
施
機
関
（

C
M

A
C
）
や
上
位
機
関
（

C
M

A
A
）
等

、
関
係
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
度
合
い
は
高
い
か
？

 
 

・
 
関

係
者

の
参

加
度

合
い

（
例

：
各

種

会
議

の
開

催
頻

度
、

参
加

者
、

協
議

内
容
ほ
か
）

 
・
 

C
/P

の
活
動
従
事

状
況

 
・
 
活

動
へ

の
参

加
度

合
い

を
確

認
で

き

る
事
例
の
有
無

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

C
/P
、

専
門

家
、

C
M

A
A

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

予
算

負
担

状

況
 

・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
負
担
状
況
は
ど
う
か
。

 
・
 
予
算
額
の
推
移

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
同
上

 
同
上
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 3．
5
項

目
評

価
 

(1
) 

妥
当

性
 

 
評

価
設
問

 
必

要
な
デ

ー
タ
／

情
報

 
情

報
源

 
デ

ー
タ

収
集
方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
必
要
性

 
対
象
地
域
・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か

 
・
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
状
況

 
  

事
前
評
価
・
実
施
協
議

報
告
書
、

N
at

io
na

l M
in

e 
A

ct
io

n 
St

ra
te

gy
, 

C
M

A
C
資
料

（
 F

iv
e-

Ye
ar

 S
tra

te
gi

c 
Pl

an
等

 ）
 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
（

C
M

A
C
）
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か

 
 

・
 

C
M

A
C

の
地

雷
対

策
に

お
け

る
使

命
、
役
割
、
課
題
等

 
 

事
前
評
価
・
実
施
協
議

報
告
書
、

N
at

io
na

l M
in

e 
A

ct
io

n 
St

ra
te

gy
, 

 
C

M
A

C
資
料
、

C
/P

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

優
先
度

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
家
政
策
・
地
雷
対
策
政
策
と
の
整
合
性
は
あ
る
か

 
 

・
 
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
家

政
策

、
地

雷
対

策

政
策

 
・
 
対
人
地
雷
禁
止
条
約
（
オ
タ
ワ
条
約
）

延
長
要
請

 

事
前
評
価
・
実
施
協
議

報
告
書
、

N
at

io
na

l M
in

e 
A

ct
io

n 
St

ra
te

gy
, 

C
M

A
C

 資
料
、

C
M

D
G

s、
N

SD
P,
 
オ

タ
ワ
条
約
（
延
長
要
請

内
容
等
）

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 

日
本
の
援
助
政
策
・

JI
C

A
国
別

事
業
実
施
計
画
と
の
整
合
性
は
あ
る
か

 
  

・
 
日

本
の

援
助

政
策

（
特

に
人

間
の

安

全
保

障
、

平
和

構
築

、
地

雷
対

策
に

つ
い
て
）

 
・
 

JI
C

A
の
国
別
事

業
実
施
計
画
（
特
に

人
間

の
安

全
保

障
、

平
和

構
築

、
地

雷
対
策
に
つ
い
て
）

 

事
前
評
価
・
実
施
協
議

報
告
書

 
O

D
A
政
策
（
中

期
政
策
）

JI
C

A
国
別
事
業

実
施
計

画
 

同
上

 

手
段
と
し
て
の
適

切
性

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
は
適
切
だ
っ
た
か

 
・
 

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

C
M

A
C
の
機
能
強
化
を
①
情
報
シ
ス
テ
ム
、
②
機
材
維
持
管
理
、

③
研
修
管
理
の

3
分
野
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
は
適
切
だ
っ
た
か

 
・
 

日
本
の
他
の
支
援
や
他
ド
ナ
ー
支
援
と
の
整
合
性
や
相
乗
効
果
が
あ
っ
た
か

 

・
 

3
分
野
の

C
M

A
C
の
ニ
ー
ズ

 
・
 
日
本
の
他
の
支
援
実
績

 
・
 
他
ド
ナ
ー
の

C
M

A
C
支
援
実
績

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
理
解

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
C

/P
、
専
門
家

 
C

M
A

A
、

JI
C

A
、

U
N

D
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

日
本
の
技
術
の
優
位
性
は
あ
る
か
（
対
象
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
、
日
本

の
経
験
を
生
か
せ
る
か
）

 
・
 
技
術
移
転
の
状
況

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
C

/P
、
専
門
家

 
同
上
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 (2
) 

有
効

性
 

 
評

価
設
問

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
の
達
成

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
を
検
証
し
た
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
「
地
雷
除
去
に
向
け
た

C
M

A
C
の
機
能

及
び
技
術
移
転
シ
ス
テ
ム
が
強
化
さ
れ
る
」
は
達
成
さ
れ
そ
う
か

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

C
/P
、
専
門
家
等

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
因
果
関
係
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
果
の

貢
献
度
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
実
施
に
よ
る
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
か

 
・
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

ア
ウ

ト
プ

ッ

ト
の
関
連

 
同
上

 
同
上

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
っ

た
か

 
・
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

績
（

成
果

達
成

状

況
等
）

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 

同
上

 
同
上

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
至
る
ま
で
の
外
部
条
件
（
①

C
M

A
C
の
人

員
が
現
状
レ
ベ
ル
を
保
つ
、

②
C

M
A

C
の
所

有
機
材
が
現
状
レ
ベ
ル
を
保
つ
、
③

C
M

A
C
の
運

営
の
質
と
効
率
が
現
状
レ

ベ
ル
を
保
つ
）
に
変
化
は
あ
っ
た
か

 
＊
外
部
条
件
の
視
点
と
し
て
「

C
M

A
C
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
地
雷
対
策
の
政
策
・
制
度
的
な
位
置

づ
け
に
変
化
が
な
い
こ
と
（

=地
雷
対
策
の
主
要
な
政
府
機
関
で
あ
る
こ
と
）
」
を
追
加
。

 

・
 
他
ド
ナ
ー
の

C
M

A
C
支
援
状
況
推
移

・
 

C
M

A
C
人
員
、

所
有
機
材
状
況
推
移

・
 

C
M

A
C
運
営
状

況
 

・
 

 

C
M

A
C
資
料

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

C
/P
、
専
門
家

 

同
上

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
貢
献
・
阻
害
要
因
は
何
か

 
・
 
貢
献
・
阻
害
要
因
に
係
る
情
報

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

C
/P
、
専
門
家

 
同
上
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 (3
) 

効
率

性
 

評
価

設
問

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方

法
 

大
項

目
 

小
項

目
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

達
成

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
算
出
さ
れ
て
い
る
か

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
（
活
動
・

成
果
の
達
成
実
績
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書

 
資
料
レ
ビ
ュ
ー

 

因
果
関
係

 
 

活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
達
成
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
っ
た
か

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
績
（
活
動
・

成
果
の
達
成
実
績
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書

 
C

/P
、
専
門
家

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
活
動
か
ら
成
果
に
至
る
ま
で
の
外
部
条
件
（
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た

C
M

A
C
ス
タ
ッ

フ
が
勤
務

を
継
続
す
る
こ
と
、
②
フ
ル
タ
イ
ム
の

C
/P

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
、
③

C
/P

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
を
熱
心

に
努
力
（
す
る
こ
と
）
さ
れ
る
こ
と
の
変
化
や
影
響
は
あ
っ
た
か

 

・
 
外

部
条

件
に

関
す

る
情

報

（
C

/P
配
置
・
定
着
状
況
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
参

加
状

況

等
）

 

同
上

 
同
上

 

効
率
性
に
影
響
を
与
え
た
貢
献
要
因
・
阻
害
要
因
は
あ
る
か

 
・
 
貢
献
要
因
・
阻
害
要
因
に
関
す

る
情
報

 
同
上

 
同
上

 

投
入
の
量
、
質
、

タ
イ
ミ
ン
グ

 
 

活
動
を
行
う
た
め
に
過
不
足
な
い
量
・
質
の
投
入
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
実
施
さ
れ
た
か

 
・
 
投
入
実
績

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
同
上

 
同
上

 

活
動
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
実
施
さ
れ
た
か

 
・
 
投
入
実
績

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
同
上

 
同
上
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 (4
) 

イ
ン

パ
ク

ト
 

評
価

設
問

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
上
位
目
標

達
成
の
見

込
み

 
  

投
入
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
実
績
、
活
動
の
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
上
位
目
標

「
C

M
A

C
5
カ
年

戦
略
（

20
10
‐

20
14
）
が
実
現
す
る
」
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果

と
し
て
発
現
が
見
込
ま
れ
る
か

 
 

1.
 

被
災
者
数
の
推
移

 
2.

 
汚
染
地
域
の

C
M

A
C
に
よ
る
削
減

面
積
推
移

 
3.

 
地
雷

/U
X

O
sの

C
M

A
C
に
よ
る

処
理
実
績
推
移

 
（
追
加
）

 
R

em
ai

ni
ng

 P
ro

bl
em

sの
見
積
も

り
 

地
雷
対
策
国
家
戦

略
 

C
M

A
C
資
料
等

 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

上
位
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
要
因
は
あ
る
か

 
・
 
阻
害
要
因
の
情
報

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報

告
書
、

C
/P
、
専
門

家
 

同
上

 
 

因
果
関
係

 
イ
ン
パ
ク
ト
の
発
現
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
貢
献
度
は
高
い
か

 
 

・
 
成

果
達

成
実

績
と

上
位

目
標

へ
の

貢
献

度
合

い
（

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ
ル
の
確
認
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報

告
書
、

C
/P
、

C
M

A
A

同
上

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
か
ら
上
位
目
標
に
至
る
ま
で
の
外
部
条
件
（
他
ド
ナ
ー
か
ら

C
M

A
C
へ
の
支

援
が
安
定
的
に
継
続
し
大
幅
に
減
少
さ
れ
な
い
）
は
満
た
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
か

 

・
 
他
ド
ナ
ー
の

C
M

A
C
支
援
動
向

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報

告
書
、

C
M

A
C
資

料
、

C
/P
、
専
門
家
、

C
M

A
A

 
U

N
D

P 

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

波
及
効
果

 
 

上
位
目
標
以
外
の
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
生
じ
た
か

 
 

・
 
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
事
例
情
報

 
同
上

 
同
上

 

負
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
生
じ
た
か
、
そ
れ
を
軽
減
す
る
対
策
は
と
ら
れ
て
い
る
か

 
・
 
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
事
例
情
報

 
同
上

 
同
上

 

 



－144－

 

 ( 5
)自

立
発

展
性

 
評

価
設
問

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
政
策

 
地
雷
対
策
に
係
る
政
策
及
び

C
M

A
C
の
役
割
（
政

府
の
地
雷
対
策
中
核
機
関
）
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
継
続
す
る
か

 
・
 
オ
タ
ワ
条
約
期
限
延
長
状
況

 
・
 
地
雷
対
策
国
家
戦
略

 
・
 

C
M

A
C
地
雷
対

策
戦
略

 
・
 

C
M

A
C
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
地
雷
対
策
に
お
け
る
位
置
づ
け
・
役

割
 

国
家
戦
略
、

C
M

A
C

資
料
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書
、

C
/P
、
専
門

家
、

C
M

A
A
、

U
N

D
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー

 
質
問
票

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
協
議

 

組
織
・

財
政
面

 
  

協
力
終
了
後
も
効
果
を
上
げ
て
い
く
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
に
足
る
組
織
能
力
は

あ
る
か

 
 

・
 

C
M

A
C
の
人
材

配
置
・
定
着
状
況

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
、

C
M

A
C
資

料
、

C
/P
、
専
門
家
、

U
N

D
P

同
上

 

実
施
機
関
（

C
M

A
C
）
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
十
分
に
確
保

さ
れ
て
い
る
か

 
・
 

C
M

A
C
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
参
加
状
況

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
、

C
M

A
C
資

料
、

C
/P
、
専
門
家

 

同
上

 

予
算
確
保
の
対
策
は
十
分
か

 
 

・
 

C
M

A
C
予
算
額

の
推
移
、
今
後
の
予
算
確
保
対
策
と
見
通
し

・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
、

C
M

A
C
報

告
書
、

C
/P
、
専
門
家
、

U
N

D
P

同
上

 

技
術
面

 
 

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
、
機
材
維
持
管
理
、
研
修
管
理
に
つ
い
て
移
転
さ
れ
た
技
術
は
定

着
し
て
い
く
か
。

 
・
 

C
/P

の
能
力
評
価

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
、

C
/P
、
専
門
家

 
同
上

 

資
機
材
の
維
持
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

 
・
 

C
M

A
C

,C
/P

の
資
機
材
維
持
管
理
に
係
る
能
力
評
価

 
・
 
資
機
材
の
維
持
管
理
状
況

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 

同
上

 
同
上

 

普
及
メ
カ
ニ
ズ
ム
（

C
M

A
C
の

内
部
と
外
部
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
込
ま
れ
て
い

る
か

 
・
 

C
M

A
C

内
部
・

C
M

A
C

外
部
（

国
内
、
海
外
）
へ
の
普
及

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
有
無
と
そ
の
機
能
状
況

 
同
上

 
同
上

 

実
施
機
関
が
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
維
持
で
き
る
可
能
性
は
ど
の
程
度
あ
る
か

 
・
 

C
M

A
C

内
部
・

C
M

A
C

外
部
（

国
内
、
海
外
）
へ
の
普
及

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
機
能
状
況

 
・
 
関
係
者
の
認
識
・
見
解

 

同
上

 
同
上

 

貢
献
・

阻
害
要

因
 

自
立
発
展
性
に
影
響
を
与
え
る
貢
献
・
阻
害
要
因
は
あ
る
か

 
 

・
 
貢
献
・
阻
害
要
因
の
事
例

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
、

C
/P
、
専
門
家
、

C
M

A
A
、

U
N

D
P 

同
上
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３．質問票フォーム（専門家、C/Ps、CMAA、UNDP）
付

属
資

料
3：

質
問

票
負

フ
ォ

ー
ム

（
日

本
人

専
門

家
）

注
：

評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

1
初

年
度

（
20

08
年

度
）

に
お

け
る

ご
担

当
の

活
動

は
順

調
で

し
た

か
？

順
調

で
な

か
っ

た
場

合
は

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

2
2 年

目
（

20
09

年
度

）
に

お
け

る
ご

担
当

の
活

動
は

順
調

で
し

た
か

？
順

調
で

な
か

っ
た

場
合

は
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

3
3 年

目
（

20
10

年
度

）
に

お
け

る
ご

担
当

の
活

動
は

順
調

で
す

か
？

順
調

で
な

い
場

合
は

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

4
ご

担
当

の
活

動
を

特
に

阻
害

し
た

要
因

が
あ

れ
ば

お
答

え
く

だ
さ

い
。

5
ご

担
当

の
活

動
を

特
に

促
進

し
た

要
因

が
あ

れ
ば

お
答

え
く

だ
さ

い
。

6
技

術
移

転
の

方
法

に
問

題
が

あ
り

ま
し

た
か

？
問

題
が

有
っ

た
場

合
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

？
無

有

7
問

題
が

あ
っ

た
場

合
、

そ
れ

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
工

夫
・

対
処

さ
れ

ま
し

た
か

？

8
技

術
移

転
の

進
捗

状
況

は
順

調
で

し
ょ

う
か

？
順

調
で

な
い

場
合

は
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

9
ご

担
当

の
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
し

ょ
う

か
？

10
ご

担
当

の
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
定

期
的

に
行

な
わ

れ
て

い
ま

し
た

か
？

ま
た

、
ど

れ
く

ら
い

の
頻

度
で

行
っ

て
い

ま
し

た
か

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

頻
度

11
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

行
な

わ
れ

て
い

ま
し

た
か

？
そ

う
で

な
い

場
合

は
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

12
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

全
体

を
管

轄
す

る
）

に
関

し
、

日
本

と
カ

ン
ボ

ジ
ア

と
合

同
で

の
定

期
的

な
会

議
（

JC
C

な
ど

）
に

つ
い

て
、

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

？

13
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
位

置
決

定
プ

ロ
セ

ス
で

困
難

な
こ

と
は

何
で

し
た

か
？

14
ご

担
当

分
野

の
業

務
で

問
題

が
発

生
し

た
場

合
ど

の
よ

う
な

プ
ロ

セ
ス

で
対

処
さ

れ
ま

し
た

か
？

15
JI

C
A事

務
所

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

円
滑

で
し

た
か

？
改

善
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

わ
れ

る
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

改
善

点
：

16
JI

C
A本

部
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
円

滑
で

し
た

か
。

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

改
善

点
：

お
名

前
：

ご
担

当
分

野
：

改
善

点
：

工
夫

・
対

処
：

問
題

：

評
価

設
問

（
大

項
目

）

仕
組

み
の

説
明

（
誰

が
ど

の
よ

う
な

方
法

・
頻

度
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

結
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
す

る
シ

ス
テ

ム
か

。
）

：

困
難

な
点

：

対
処

プ
ロ

セ
ス

：

0 ．
実

施
プ

ロ
セ

ス
（

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
Pr

oc
es

s)

阻
害

要
因

：

促
進

要
因

：

1．
活

動
の

進
捗

状
況

関
係

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2．
技

術
移

転
の

方
法

の
妥

当
性

意
思

決
定

過
程モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
3

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制

◆J
IC

A終
了

時
評

価
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
「

事
実

」
を

確
認

し
た

上
で

、
PD

M
（

Pr
oj

ec
t D

es
ig

n 
M

at
rix

）
を

使
っ

て
「

評
価

5項
目

」
の

視
点

を
中

心
に

評
価

を
実

施
し

ま
す

。
本

質
問

票
も

そ
れ

に
準

じ
て

、
「

実
施

プ
ロ

セ
ス

」
「

5項
目

（
妥

当
性

、
有

効
性

、
効

率
性

、
イ

ン
パ

ク
ト

、
自

立
発

展
性

）
の

領
域

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
◆選

択
肢

を
示

し
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

該
当

欄
を

一
か

所
選

択
（

色
つ

け
、

網
掛

け
等

）
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
1-

4の
選

択
肢

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
4段

階
ス

ケ
ー

ル
を

意
味

し
ま

す
。

　
1．

全
く

そ
う

で
な

い
（

＝
N

ot
 a

t a
ll)

、
2．

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

（
A 

lit
tle

）
、

3．
ま

あ
そ

う
で

あ
る

（
So

m
e/

M
or

e 
or

 le
ss

）
、

4．
十

分
そ

う
で

あ
る

（
Ve

ry
 m

uc
h)

◆記
述

回
答

を
求

め
て

い
る

設
問

に
つ

き
ま

し
て

は
具

体
的

に
ご

説
明

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
◆質

問
の

意
味

が
不

明
な

場
合

や
、

回
答

不
可

能
な

場
合

は
そ

の
旨

を
お

書
き

く
だ

さ
い

。

1
 /

 5
 ペ

ー
ジ
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17
実

施
機

関
（

C
M

AC
）

の
C

/P
以

外
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

レ
ベ

ル
や

関
係

部
署

と
は

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
と

れ
て

い
ま

し
た

か
？

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

改
善

点
：

18
上

位
機

関
（

C
M

AA
）

と
は

充
分

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
ま

し
た

か
？

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

改
善

点
：

19
C

M
AC

の
主

要
ド

ナ
ー

や
パ

ー
ト

ナ
ー

N
G

O
と

は
必

要
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

た
と

思
い

ま
す

か
？

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

改
善

点
：

20
日

本
人

専
門

家
間

で
充

分
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

た
と

思
い

ま
す

か
？

改
善

し
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
わ

れ
る

点
が

あ
り

ま
し

た
ら

ご
説

明
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

改
善

点
：

21
C

/P
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
語

学
（

英
語

、
ク

メ
ー

ル
語

）
の

問
題

は
あ

り
ま

し
か

？
そ

の
場

合
ど

の
よ

う
に

対
処

さ
れ

て
い

ま
し

た
か

？
無

有

22
ご

自
身

の
C

/P
と

は
充

分
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

て
い

ま
し

た
か

？
改

善
し

た
ほ

う
が

よ
い

と
思

わ
れ

る
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

改
善

点
：

23
実

施
機

関
（

C
M

AC
）

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

そ
の

理
由

・
事

例
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

・
事

例
：

24
 C

/P
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

認
識

は
高

い
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
そ

の
理

由
や

事
例

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

・
事

例
：

25
上

位
機

関
（

C
M

AA
）

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

そ
の

理
由

や
事

例
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

・
事

例
：

26
ご

自
身

の
C

/P
（

ま
た

は
担

当
部

署
）

は
活

動
を

実
施

し
て

い
く

う
え

に
お

い
て

、
専

門
分

野
、

C
M

AC
に

お
け

る
位

置
づ

け
（

役
割

・
職

位
）

な
ど

に
関

し
て

適
任

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
任

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
場

合
は

そ
の

理
由

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

適
任

で
な

い
適

任
で

あ
る

27
ご

自
身

の
C

/P
（

ま
た

は
担

当
部

署
）

は
活

動
を

実
施

し
て

い
く

う
え

に
お

い
て

、
適

切
な

人
数

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
場

合
は

そ
の

理
由

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

適
切

で
な

い
適

切
で

あ
る

28
ご

自
身

の
C

/P
（

ま
た

は
担

当
部

署
）

は
活

動
を

実
施

し
て

い
く

う
え

で
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

配
置

さ
れ

た
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

で
な

い
と

思
わ

れ
る

場
合

は
そ

の
理

由
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
適

切
で

な
い

適
切

で
あ

る

29
実

施
機

関
（

C
M

AC
）

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
と

っ
て

き
た

と
思

い
ま

す
か

？
ま

た
、

回
答

の
理

由
や

事
例

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

・
事

例
：

30
ご

自
身

の
C

/P
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

と
っ

て
き

た
と

思
い

ま
す

か
？

ま
た

、
回

答
の

理
由

や
事

例
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

・
事

例
：

31
実

施
機

関
（

C
M

AC
)は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
十

分
参

加
し

て
い

ま
し

た
か

？
ま

た
、

回
答

の
理

由
や

事
例

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

・
事

例
：

予
算

負
担

32
後

述

評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

ア
プ

ロ
ー

チ

33

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

C
M

AC
の

機
能

強
化

を
①

情
報

シ
ス

テ
ム

、
②

機
材

維
持

管
理

、
③

研
修

管
理

の
3分

野
に

お
い

て
実

施
し

て
き

た
こ

と
は

適
切

だ
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
ま

た
、

回
答

の
理

由
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
適

切
で

な
か

っ
た

適
切

だ
っ

た

34
日

本
の

他
の

支
援

と
の

整
合

性
や

相
乗

効
果

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

そ
れ

は
特

に
ど

の
よ

う
な

点
で

し
ょ

う
か

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

説
明

：

35
他

ド
ナ

ー
の

C
M

AC
支

援
と

の
整

合
性

や
相

乗
効

果
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
そ

れ
は

特
に

ど
の

よ
う

な
点

で
し

ょ
う

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

36
日

本
の

技
術

の
優

位
性

を
十

分
に

活
か

し
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

れ
は

特
に

ど
の

よ
う

な
点

で
し

ょ
う

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

37
日

本
の

技
術

の
優

位
性

を
十

分
に

活
か

す
際

の
阻

害
要

因
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

問
題

と
対

処
：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

阻
害

要
因

：

1 ．
妥

当
性

（
R

el
ev

an
ce

)：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

必
要

性
や

正
当

性
を

問
う

。

日
本

の
技

術
の

優
位

性

理
由

：
1．

手
段

と
し

て
の

適
切

性
他

の
支

援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
認

識
度

合
い

4．
相

手
国

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

配
置

の
適

切
性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

度
合

い

評
価

設
問

（
大

項
目

）

2
 /

 5
 ペ

ー
ジ
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評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

38

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
地

雷
除

去
に

向
け

た
C

M
AC

の
機

能
お

よ
び

技
術

移
転

シ
ス

テ
ム

が
強

化
さ

れ
る

」
が

達
成

さ
れ

る
見

込
み

は
高

い
と

思
い

ま
す

か
？

ご
自

身
の

担
当

分
野

に
関

す
る

以
下

の
指

標
に

即
し

て
、

達
成

見
込

み
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

（
総

括
専

門
家

は
、

全
体

的
な

見
込

み
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

）
1．

N
ec

es
sa

ry
 in

fo
rm

at
io

n 
on

 v
ar

io
us

 a
ct

iv
iti

es
 is

 s
ys

te
m

iz
ed

 a
nd

 s
ea

rc
hi

ng
 a

nd
 p

ro
ce

ss
in

g 
of

da
ta

 is
 c

on
du

ct
ed

 e
ffi

ci
en

tly
.

2.
 C

ur
re

nt
 o

pe
ra

tin
g 

ra
te

 o
f m

ac
hi

ne
rie

s 
(e

sp
ec

ia
lly

 b
ru

sh
 c

ut
te

r, 
ve

hi
cl

es
) i

s 
m

ai
nt

ai
ne

d.
3.

 T
ra

in
in

g 
cu

rri
cu

la
, m

an
ag

em
en

t m
an

ua
l a

nd
 e

qu
ip

m
en

t i
ns

ta
lle

d 
ar

e 
pr

op
er

ly
 u

se
d.

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

39
達

成
す

る
の

が
困

難
と

思
わ

れ
る

場
合

、
そ

れ
は

特
に

ど
の

よ
う

な
点

で
、

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

40

ご
自

身
の

担
当

業
務

に
お

け
る

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

は
達

成
さ

れ
る

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

PD
M

記
載

の
各

O
ut

pu
ts

と
O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

rif
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
を

念
頭

に
お

答
え

く
だ

さ
い

。
（

総
括

専
門

家
は

全
体

的
な

達
成

見
込

み
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

）
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

41
達

成
が

困
難

と
思

わ
れ

る
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

点
で

、
そ

の
理

由
は

何
で

す
か

？

42
ご

自
身

の
担

当
業

務
の

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

に
つ

い
て

、
達

成
を

促
進

し
た

こ
と

は
何

だ
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
か

？

43
ご

自
身

の
担

当
業

務
の

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

に
つ

い
て

、
達

成
を

阻
害

し
た

こ
と

は
何

だ
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
か

？

44

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
①

他
ド

ナ
ー

か
ら

C
M

AC
へ

の
支

援
が

安
定

的
に

継
続

し
減

少
し

な
い

、
②

C
M

AC
の

人
員

、
所

有
機

材
が

現
状

レ
ベ

ル
を

保
つ

、
③

C
M

AC
の

運
営

の
質

と
効

率
が

現
状

レ
ベ

ル
を

保
つ

）
に

変
化

は
あ

り
ま

し
た

か
？

特
に

変
化

が
あ

っ
た

場
合

は
そ

の
内

容
に

つ
い

て
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

無
有

評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

45
活

動
は

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

で
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
か

？
不

十
分

で
あ

っ
た

活
動

は
特

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
す

か
・

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

不
十

分
な

活
動

：

46

活
動

か
ら

成
果

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
①

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
訓

練
し

た
ス

タ
ッ

フ
の

大
多

数
が

C
M

AC
で

勤
務

を
継

続
す

る
、

②
C

M
AC

に
よ

り
フ

ル
タ

イ
ム

の
C

/P
が

配
置

さ
れ

る
、

③
C

/P
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
全

力
を

尽
く

す
）

の
変

化
や

影
響

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率
性

は
阻

害
さ

れ
ま

し
た

か
？

　
阻

害
さ

れ
た

場
合

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

・

阻
害

さ
れ

な
い

阻
害

さ
れ

た

47
（

全
専

門
家

へ
の

質
問

）
総

括
専

門
家

の
派

遣
期

間
は

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

48
（

全
専

門
家

へ
の

質
問

）
総

括
専

門
家

の
派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

そ
の

理
由

は
何

で
す

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

49
（

全
専

門
家

へ
の

質
問

）
総

括
専

門
家

の
派

遣
で

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

？

50
（

総
括

以
外

の
専

門
家

へ
の

質
問

）
ご

自
身

の
派

遣
期

間
は

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

51
（

総
括

以
外

の
専

門
家

へ
の

質
問

）
ご

自
身

の
派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

52
（

総
括

以
外

の
専

門
家

へ
の

質
問

）
ご

自
身

の
派

遣
で

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

促
進

要
因

：

2.
 因

果
関

係
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

の
貢

献
度

）

阻
害

要
因

：

内
容

：

説
明

：

改
善

点
：

2．
有

効
性

（
Ef

fe
ct

iv
en

es
s)

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

見
込

み
、

そ
れ

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
（

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

）
の

結
果

も
た

ら
さ

れ
た

も
の

か
。

評
価

設
問

（
大

項
目

）

評
価

設
問

（
大

項
目

）

3.
 効

率
性

（
Ef

fic
ie

nc
y)

：
成

果
（

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

）
を

算
出

す
る

た
め

の
投

入
が

適
切

で
あ

っ
た

か
、

投
入

さ
れ

た
資

源
に

見
合

っ
た

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

が
達

成
さ

れ
た

か
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

資
源

の
有

効
活

用
が

な
さ

れ
た

か

説
明

：

説
明

：

改
善

点
：

1．
因

果
関

係

1.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

2.
 投

入
の

量
、

質
、

タ
イ

ミ
ン

グ

専
門

家
派

遣

3
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53
ご

担
当

分
野

に
お

け
る

供
与

機
材

の
選

定
（

種
類

や
仕

様
）

は
適

切
で

し
た

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

点
で

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

54
上

記
機

材
の

供
与

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

し
た

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

点
で

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

55
上

記
機

材
の

数
量

は
適

切
で

し
た

か
？

適
切

で
な

か
っ

た
場

合
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
点

で
、

ど
の

よ
う

に
対

処
し

ま
し

た
か

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

説
明

：

56
上

記
機

材
の

コ
ス

ト
（

搬
送

、
据

え
付

け
等

含
む

）
は

妥
当

で
し

た
か

？
妥

当
で

な
か

っ
た

場
合

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

点
で

、
ど

の
よ

う
に

対
処

し
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

57
本

邦
C

/P
研

修
は

有
効

で
し

た
か

？
ま

た
、

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

改
善

点
：

58
第

三
国

研
修

（
ケ

ニ
ア

、
コ

ロ
ン

ビ
ア

）
は

有
効

で
し

た
か

？
ま

た
、

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

改
善

点
：

C
/P

配
置

59
既

出

60
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
施

設
環

境
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
と

っ
て

良
好

で
し

た
か

？
良

好
で

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

り
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

問
題

点
：

61
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
で

負
担

す
べ

き
必

要
な

機
材

の
配

備
は

良
好

で
し

た
か

？
良

好
で

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

り
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

問
題

点
：

62
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
の

支
出

規
模

（
金

額
）

は
、

活
動

を
実

施
す

る
う

え
で

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

り
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

問
題

点
：

63
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
の

支
出

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
適

切
で

な
か

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

問
題

が
あ

り
ま

し
た

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

問
題

点
：

評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

阻
害

要
因

64
上

位
目

標
「

C
M

AC
5カ

年
戦

略
（

20
10

‐2
01

4）
が

実
現

す
る

」
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
り

ま
す

か
？

（
上

位
目

標
は

通
常

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
３

～
5年

に
検

証
さ

れ
る

予
定

）
無

有

因
果

関
係

65

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

（
他

ド
ナ

ー
か

ら
C

M
AC

へ
の

支
援

が
安

定
的

に
継

続
し

大
幅

に
減

少
さ

れ
な

い
）

は
満

た
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

ま
た

、
回

答
の

理
由

・
根

拠
な

ど
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：
根

拠
：

正
の

イ
ン

パ
ク

ト
66

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
想

定
さ

れ
な

か
っ

た
プ

ラ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
も

し
あ

れ
ば

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
し

ょ
う

か
？

（
例

え
ば

、
地

雷
対

策
政

策
や

技
術

面
で

の
影

響
、

社
会

・
住

民
へ

の
影

響
、

経
済

面
・

文
化

面
等

の
影

響
な

ど
）

無
有

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
67

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
想

定
さ

れ
な

か
っ

た
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

も
し

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
し

ょ
う

か
？

（
例

え
ば

、
地

雷
対

策
政

策
や

技
術

面
で

の
影

響
、

社
会

・
住

民
へ

の
影

響
、

経
済

面
・

文
化

面
等

の
影

響
な

ど
）

無
有

1.
 上

位
目

標
達

成
の

見
込

み

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
：

C
/P

研
修

機
材

供
与

4 ．
イ

ン
パ

ク
ト

（
Im

pa
ct

)：
上

位
目

標
達

成
の

見
込

み
を

含
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

っ
て

生
じ

た
長

期
的

・
間

接
的

効
果

や
波

及
効

果
が

あ
る

（
見

込
め

る
）

か
、

予
期

し
な

か
っ

た
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

、
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

る
か

。

評
価

設
問

（
大

項
目

）

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

：

2.
 波

及
効

果

阻
害

要
因

：

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担

施
設

・
機

材
配

備

4
 /
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 ペ

ー
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評
価

設
問

（
小

項
目

）
1

2
3

4
記

述
欄

68

カ
ン

ボ
ジ

ア
政

府
の

地
雷

対
策

政
策

と
し

て
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

内
に

お
け

る
C

M
AC

の
使

命
・

役
割

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
し

て
ゆ

く
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
ま

た
、

回
答

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

69
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
効

果
を

あ
げ

て
い

く
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

人
材

は
、

育
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
ま

た
、

ま
だ

育
っ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
特

に
ど

の
よ

う
な

点
か

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

70
実

施
機

関
（

C
M

AC
）

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

は
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

ま
だ

不
十

分
で

あ
る

場
合

、
特

に
ど

の
よ

う
な

点
か

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

説
明

：

71
C

M
AC

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
必

要
予

算
を

十
部

に
確

保
で

き
る

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

難
し

い
と

思
わ

れ
る

場
合

、
特

に
ど

の
よ

う
な

面
で

不
足

す
る

と
思

い
ま

す
か

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

説
明

：

72

C
M

AC
は

国
内

の
地

雷
除

去
に

か
か

る
類

似
競

合
機

関
（

軍
、

N
G

O
、

民
間

会
社

等
）

の
中

で
、

今
後

も
中

心
的

な
役

割
を

担
っ

て
い

け
そ

う
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

回
答

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

73
C

M
AC

の
訓

練
セ

ン
タ

ー
は

、
C

en
tre

 o
f E

xc
el

le
nc

eと
し

て
展

開
し

て
ゆ

く
こ

と
が

可
能

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

ま
た

、
回

答
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

74
C

M
AC

は
、

南
南

協
力

な
ど

の
国

際
協

力
活

動
を

促
進

し
て

い
け

る
と

思
い

ま
す

か
？

ま
た

、
回

答
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

75
ご

担
当

分
野

の
業

務
は

C
/P

が
単

独
で

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

そ
う

で
な

い
場

合
、

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

76
ご

担
当

分
野

で
移

転
さ

れ
た

技
術

は
C

M
AC

内
部

で
定

着
し

て
ゆ

く
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
そ

う
で

な
い

場
合

、
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

77
ご

担
当

分
野

の
資

機
材

の
維

持
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

く
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
そ

う
で

な
い

場
合

、
そ

の
理

由
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

理
由

：

78
資

機
材

に
関

し
、

今
後

も
日

本
側

の
支

援
が

必
要

と
思

わ
れ

る
も

の
が

あ
り

ま
す

か
？

必
要

な
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

資
機

材
で

し
ょ

う
か

？
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

必
要

資
機

材
：

79
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
C

M
AC

内
に

普
及

し
て

ゆ
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
り

ま
す

か
？

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
る

、
そ

れ
は

ど
の

よ
う

な
メ

カ
ニ

ズ
ム

で
す

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

普
及

メ
カ

ニ
ズ

ム
：

80
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
、

C
M

AC
の

外
（

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

内
の

地
雷

除
去

機
関

等
）

に
も

普
及

し
て

ゆ
く

可
能

性
は

高
い

で
す

か
？

そ
う

で
な

い
場

合
、

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

81
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

が
C

M
AC

の
外

（
カ

ン
ボ

ジ
ア

以
外

の
他

の
地

雷
被

害
国

）
に

も
普

及
し

て
ゆ

く
こ

と
が

可
能

と
思

わ
れ

ま
す

か
？

そ
う

で
な

い
場

合
、

そ
の

理
由

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。
全

く
そ

う
で

な
い

あ
ま

り
そ

う
で

な
い

ま
あ

そ
う

で
あ

る
十

分
そ

う
で

あ
る

理
由

：

82
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
維

持
す

る
こ

と
が

難
し

い
と

思
わ

れ
ま

す
か

？
難

し
い

場
合

、
効

果
を

維
持

す
る

阻
害

要
因

は
何

で
し

ょ
う

か
？

全
く

そ
う

で
な

い
あ

ま
り

そ
う

で
な

い
ま

あ
そ

う
で

あ
る

十
分

そ
う

で
あ

る

阻
害

要
因

：

1.
 政

策
・

制
度

面

2.
 組

織
・

財
政

面

5 ．
自

立
発

展
性

（
Su

st
ai

na
bi

lit
y)

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
持

続
・

発
展

が
見

込
め

る
か

。

評
価

設
問

（
大

項
目

）

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
し

、
ま

た
、

終
了

時
評

価
調

査
に

関
し

て
コ

メ
ン

ト
が

あ
り

ま
し

た
ら

自
由

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

3.
 技

術
面

4.
 阻

害
要

因

６
．

そ
の

他
コ

メ
ン

ト

5
 /

 5
 ペ

ー
ジ
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付
属

資
料

3：
質

問
票

フ
ォ

ー
ム

（
Q

ue
st

io
nn

ai
re

 fo
r C

M
AC

 C
ou

nt
er

pa
rts

 ）

N
am

e:
As

si
gn

ed
 O

ut
pu

t: 
(  

  )
  [

Pl
ea

se
 s

el
ec

t o
ne

 O
ut

pu
t n

um
be

r -
 1

. I
nf

or
m

at
io

n 
M

an
ag

em
en

t  
2.

 W
or

ks
ho

p 
M

an
ag

em
en

t, 
3.

 T
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４．PDM1（PDM0 からの変更記録あり）
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５．補論　わが国のカンボジア地雷セクターへの協力実績と考察

補論 わが国のカンボジア地雷セクターへの協力実績と考察 
 
1-1 地雷セクターへの協力実績 

これまで日本政府が行ってきた援助は一部を除き1、ほとんどが CMAC の活動に対するも

のであり、主に次の 7 つのスキームに分類できる。 

① UNDP 信託基金及び日本アセアン統合基金（JAIF）への拠出 

② 草の根・人間の安全保障無償資金協力 

③ 一般プロジェクト無償（資機材の調達）、フォローアップ協力によるスペアパーツの調

達 

④ 技術協力プロジェクト、個別専門家派遣 

⑤ 研究支援無償 

⑥ 紛争予防・平和構築無償 

⑦ 見返り資金 

 

上記 7 スキームによる過去の対 CMAC 支援内訳は以下のとおりである。 

 

(1) UNDP 信託基金及び日本アセアン統合基金への拠出（後者は 2006 年から） 

国連カンボジア暫定統治機構（UNTAC）直後、UNDP はカンボジアにおける地雷除去

のために信託基金を設置し、日本もこれに拠出してきた。この UNDP 信託基金への拠出

金の 1999 年～2006 年の累計金額は、1,152 万 6,000 米ドルであり、日本はオーストラリ

ア、オランダ、スウェーデンと並ぶ主要な拠出国のひとつであった。 

他方、日本は 2006 年 3 月、アセアン諸国の統合に向けた努力を支援すべく同諸国とと

もに日本アセアン統合基金（JAPAN-ASEAN Integrated Fund：JAIF）を設立し、2006 年か

ら 5 年間で 75 億円を拠出することを決定した。このなかで、インドシナ地域の地雷除去

や不発弾処理の予算も確保され、「Guidelines for Projects Related to Mines and Unexploded 

Ordnance」に基づき、タイ・ラオス・カンボジアでの地雷・不発弾除去を支援することと

なった。これを契機に日本政府は、カンボジアに対して従来の UNDP 信託基金への拠出

を 2005 年度限りで取りやめ、2006 年度より JAIF を通して支援することとした。この支

援枠組みを通じて、日本政府がこれまで CMAC に拠出したものは以下の 2 件で、合計金

額は、237 万 5,904 米ドルである。 

‐カンボジア東部 5 州における地雷・不発弾処理事業：37 万 6,910 米ドル 

‐東部 4 州における不発弾除去活動及び西部州での地雷除去活動：199 万 8,994 米ドル 

 
                                                        
1 日本 NGO 連携支援無償や、草の根・人間の安全保障無償等により、日本国内（JMAS）や国際/ローカル

NGO(Halo Trust, MAG 等)を通じたカンボジア地雷除去活動支援も行ってきている。なお、１－１の支援

実績額は、これらの CMAC 以外に対する協力実績も含む金額である。 
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(2) 草の根・人間の安全保障無償資金協力 

カンボジアに対しては 1991 年に開始されたが、CMAC に対しては 1999 年度に協力を

開始した。このスキームを通じた支援金額は、対人地雷関連プロジェクトの場合 1 案件 1

億円まで認められている。2003 年度から 2007 年度までは、毎年 2 案件が採択されていた

が、2008 年度は 1 案件で、2009 年度は 2 案件である。1999 年度から 2009 年度まで CMAC

は本件協力により毎年度継続的な支援を受けてきたが、制度的には単年契約である。 

1999～2009 年度の累計金額は、1,263 万 454 米ドルである。 

 

(3) 一般プロジェクト無償（資機材の調達） 

 1998 年度以来、地雷除去活動機材整備計画として、合計 5 次にわたって機材調達を支援

しており、1999～2009 年の一般無償合計金額は、39 億 7,000 万円である。その内容は表 1

‐1 のとおりである。 

 

表 1－1 一般無償プロジェクト（1998～2009 年） 

 

 年度 金額（億円） 主要機材 

第Ⅰ期 1998 4.7 潅木除去機 4、金属探知機 200、ピックアップ 11、

救急車 8、人員輸送車 13、その他（無線機、発電機、

パソコン等） 

第Ⅱ期 2000 3.3 救急車 23、テント 86、簡易ベッド 1,800、低床トレ

ーラー2、水タンク車 23、水ポンプ 23、その他（車

両整備工具、フォークリフト、発電機） 

第Ⅲ期 2001 7.98 潅木除去機 8、金属探知機 400、ピックアップ 28、

テント、低床トレーラー、防護具、その他（無線機、

発電機、パソコン等） 

第Ⅳ期 2002 17.61 潅木除去機 14、金属探知機 600、車両 111、パソコ

ン等、整備工場建設 

第Ⅴ期 2009 5.48 金属探知機 488、金属/不発弾探知機 44、スペアパ

ーツ、モバイルワークショップ、修理用機材 

・ スペアパーツ供与：2003 年度、2006 年度 JICA フォローアップ協力 

出所：調査団作成 
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(4) 技術協力 

○個別専門家派遣 

・長期専門家（延べ 4 名） 

 「維持・輸送技術アドバイザー」：2000 年 5 月～2002 年 5 月 

 「同アドバイザー」：2002 年 12 月～2006 年 12 月 

 「情報システム上級アドバイザー」：2000 年 3 月～2005 年 3 月 

 「組織運営主席アドバイザー」：2006 年 4 月～2008 年 4 月 

・短期専門家（延べ 1 名） 

 「情報システム上級アドバイザー」：1999 年 6 月～1999 年 12 月 

○技術協力プロジェクト 

 「人間の安全保障実現化のための CMAC 機能強化プロジェクト」： 

2008 年 4 月～2010 年 9 月 

 

(5) 研究支援無償 

 2005 年度、2007 年度の 2 回にわたり、カンボジアの環境に適合した対人地雷除去機及び

地雷探知機の研究・開発活動を支援することを目的に、現地試験に対する「研究支援無償」

を供与している。研究支援無償合計金額は、9 億円である。 

 

表 5－2 研究支援無償プロジェクト 

 

 年度 金額（億円） 内容・主要機材 

第Ⅰ期 2005 4.16 日本で開発が進められた対人地雷除去機・探知機を

カンボジアに搬入し、除去及び探知能力の実施試験

及び評価を行う（地雷除去機 4 機種、車載型探知機

3 機種、携帯型探知機 2 機種）。 

第Ⅱ期 2007 4.84 2007 年度研究支援無償により実施された実証試験

の結果を受けて改良を加えた日本製地雷除去機を

カンボジアに輸送、実際の地雷原に投入し、効率的

な地雷除去活動に向けた検証を行う（地雷除去機 3

機種などを最終的に調達した）。 

出所：調査団作成 

 

(6) 紛争予防・平和構築無償 

2009 年度に「地雷除去活動強化計画」が開始された。対人地雷除去活動に必要な地雷除

去機の供与、供与機材の維持管理及び犠牲者支援を行う。地雷除去支援のみならず、農

道整備等により近隣住民にも直接裨益し、地域の経済的・社会的開発を促進することを
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目的としている。供与金額は、10 億 9,800 万円である。 

 

(7) 見返り資金 

2009 年度に初めて、61 万 7,743 米ドルが CMAC の活動に充てられた。本資金は、カンボ

ジア側に優先順位づけ等が委ねられている。 

 

1-2 わが国の地雷セクター支援考察（平和構築団員） 

（1）CMAC の変遷とわが国の支援 

カンボジアにおいては、1970 年以降の 20 年以上にわたる紛争中に多種多量の地雷2が埋

設され、それらが紛争終結後も遺産として残り、人々の脅威であったうえ、社会活動や経

済活動の阻害ともなっていた。1992 年 6 月に、国連カンボジア暫定機構（UNTAC）内に現

在の CMAC の前身が設立し、UNTAC 撤退後の 1993 年 11 月にカンボジア政府機関として

の CMAC が発足した。この際、UNTAC から UNDP に CMAC の国連の財政・管理上の責務

が移管されるとともに、組織上は首相の下に設置される公的機関として位置づけられた

（CMAA の発足は 2000 年 9 月）。 

 1993 年以降、UNDP のほか、日本を含む多くの二国間ドナーから CMAC は支援を受け（多

いときには 67 名もの外国人アドバイザーを抱えていた）、地雷除去のほか、地雷回避教育、

調査、研修等を行っていた。しかしながら、1999 年に CMAC は組織運営・財政上の問題で

一時的に活動停止を余儀なくされ、汚職や除去後の土地譲渡の問題等が指摘された。これ

を受け、同年より CMAC は抜本的な組織改革を開始した。具体的には、外国人専門家の縮

小と CMAC 全体のスリム化、外部会計監査の導入、州・県レベルにおける土地活用計画ユ

ニットの設置等に着手している。また、この頃、カンボジア全体としても紛争後の緊急期

から徐々に復興から開発に移行している時期であり、地雷についても復興や開発とリンク

させて考えられるように変化してきていた。1999 年以降の CMAC においては、組織の運営

管理の改善、外国人専門家を代替する現地職員の能力開発、除去活動の効率化が重要な課

題であった。 

 これに対応するような形で、わが国の CMAC に対する支援は、UNDP 信託基金への拠出

に加えて、無償資金協力を通じた機材供与（第 1 次は 1999 年 3 月 E/N）、専門家派遣（1 人

目は 1999 年 6 月～12 月「情報システム上級アドバイザー」）を開始している。 

 今般 CMAC 長官からの聞き取りにおいて、これまで派遣されてきた専門家の活動が、情

報システムの構築、機材の維持管理の向上、組織運営の向上であり、これは CMAC の課題

である組織の運営管理改善に合致していたうえ、同時に職員の能力開発にも貢献していた

ことが確認された。加えて、日本人専門家の勤務態度により国際基準のプロフェッショナ

                                                        
2 カンボジアの紛争は時代によって異なる政権が国を支配していたが、ロン・ノル時代、クメール・ルー

ジュ時代、ヘン・サムリン時代で、それぞれ米国製、中国製、ベトナム製など異なる地雷が埋設されて

いたともいわれている 
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リズムが示され、CMAC の組織としての質の向上に貢献したとのコメントもあった。 

また、無償資金協力を通じて供与されてきた機材については、地雷除去活動の効率化に

貢献しているとのコメントがあった。同長官によると、この 10 年間で除去の費用対効果が

1m2 当たり 1 米ドルだったのが、30 セントまで上がっているが、その要因の 9 割は日本の

機材の導入によるとの由。例えば、地雷被災者数は 2006 年に前年比でほぼ半減し、2005 年

の CMAC の除去面積が飛躍的に伸びているが（前年比で約 2 倍）、これは 2005 年に日本が

供与したブラッシュカッターが大量に稼動されたことが要因として大きいと分析していた。

これは日本の機材が、植生などカンボジアの地雷原の環境に適している（プッシュシステ

ムよりスウィングシステムが適切）ことに加え、他国（ドイツ・フィンランドが言及され

た）の機材と比較して、現地職員が使用方法を覚えやすく、標準作業要領（Standard Operating 

Procedure：SOP）にも統合しやすいとの説明があった。 

2008 年からは個別専門家の派遣ではなく、技プロを通じて CMAC の組織強化を支援して

きたが、今般終了時評価において、個別の活動（情報管理システム強化整備、中央･整備工

場のセントラル・ワークショップ機能向上、トレーニングシステム訓練の強化向上）につ

いては一定の成果が確認された一方、これら各活動を統合し、CMAC のマネジメント総体

の能力向上（精緻な活動実態把握→詳細活動計画策定→予算積算→資金調達→各活動への

予算配分）の必要性が指摘された。 

今般調査において、わが国の支援が、「資金」「機材」「人材」を組み合わせた支援が高く

CMAC から評価されていることが確認された。資金拠出のみのドナーが多いなか、わが国

の機材と人材（技術協力）を並行して実施した支援アプローチは突出しており、これが

CMAC の組織・職員へのインセンティブ向上にもつながったとのコメントが副長官から述

べられた。同時に、これは地雷分野における日本の支援のビジビリティの高さにも寄与し

ている。 

また、今年度（2010 年）から開始された PAICMA 研修については、CMAC 副長官から、

CMAC にとってもこれまでの CMAC の知見を取りまとめて確認する良い機会になり、組織

としての自信にもつながった、とのコメントがあった。 

 

(2) 2020 年（オタワ条約履行期限）に向けて 

 カンボジア政府は、オタワ条約の履行期限を 2020 年 1 月まで延長し、それまでに人道的

地雷除去はおおむね終了させる意向である。CMAC 長官も、2020 年以降は当該分野へのド

ナーの支援は必要ではなくなるということ、一方 2017 年くらいまでは現行レベルの職員数

が CMAC に必要であることを強調していた。現在 CMAA が 122 県対象の地雷の基礎調査（3

カ年）の第 1 フェーズ（優先 21 県対象）を実施中であるが、この結果を踏まえ、2020 年ま

での人道的地雷除去の活動計画が CMAC を含む地雷除去機関により策定され、実施される

ことになる。 

また、経済状況が上向いていることに伴い、新たに開墾する人々が増えたため、ここ数
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年減少傾向だった地雷被災者数が今年（2010 年）に入って昨年と比較して増加傾向にある

とのことであり、このような新たなニーズに対応する必要もある。 

 これまでの除去実績と組織規模からいうと、今後 2020 年までの地雷除去については、

CMAC が最も広い除去面積を担当することになると考えられる。 

 地雷除去を実施するカンボジア政府関係機関はカンボジア国軍と CMAC である。CMAC

からの説明によれば、カンボジア軍は人道的地雷除去よりむしろ、建設作業等に伴う地雷・

UXO の除去を行い、CMAC は人道的地雷除去を主に担当するという仕分けになっていると

の由（国軍は建設工事の主体から除去作業の対価を得られるが、人道的地雷除去はコミュ

ニティが受益するため、個別の除去作業から収益は発生しないとの違いもある）。最近カン

ボジア国軍にも人道的地雷除去部隊が 1 小隊（30 名）形成されたとのことであるが、UNDP

も CMAC も、そもそも国軍の地雷除去活動については明確な情報が公開されておらず、

CMAA がどのように国軍の除去結果についてチェックしているかも明らかではないようで

あり、当面人道的地雷除去については、CMAC が担うことに大きな変化はないと考えられ

る。 

 また、UNDP は CMAA の能力強化を支援しているが、来年（2011 年）から開始する協力

については、これまでのように UNDP が直接協力実施する DIM（Direct Implementation 

Management）方式ではなく、CMAA を通じて実施する NIM（National Implementation 

Management）に変更する予定であるとの由。上述地雷基礎調査の取りまとめなど、CMAA

が地雷セクターにおいて担うべき役割は重要であり、それを支援する UNDP の意図は理解

できるが、実働部隊をもたず、組織としての実績もあまりない CMAA が、どの程度実態と

して機能するかは不確定要素が多く、現実的には 2020 年に向けてのカンボジアにおける地

雷除去の遂行は、CMAC が中核的役割を果たしていくことになると考えられる。 

したがって、カンボジアの人道的地雷除去を期限内に履行するためにも、ここ数年中に

CMAC が精度の高い 2020 年までの活動計画を策定し、それを効率的に実施するために早急

なマネジメント総体の能力向上（効率的な人材や機材の配置、適切な情報・機材・人材管

理、予算の効率的運用）が重要な鍵と考えられる。 

 

 

 








	付属資料
	１．署名済ミニッツ及び合同評価報告書（含むANNEX1～19）（p105～）
	２．評価グリッド（和文）
	３．質問票フォーム（専門家、C/Ps、CMAA、UNDP）
	４．PDM1（PDM0からの変更記録あり）
	５．補論　わが国のカンボジア地雷セクターへの協力実績と考察


